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(1) PR CFRR 1844 H 1 H~FHK 18 49 H 30 H)

(BAZ - 5, %)

e b RS TR ) 4 EF FuIESS
AfERE TE (A) 127, 000 17, 500 17, 000 7,500
AEHEE T (B) 126, 900 20, 500 19, 600 9, 500
HEEE (B—A) A100 3, 000 2,600 2, 000
HRE (%) A0, 1% 17. 1% 15. 3% 26. 7%
(Z2%) A ERE 84, 738 8,992 8, 475 3,997

(2) @ CERk 1844 H 1 A~k 1943 H 31 H)

(B2 5 M, %)

e b RS R ) 4 EF FuIESS
AfERE TE (A) 260, 000 41, 000 40, 000 21, 000
AEHEETH (B) 260, 000 42,000 40, 500 22, 000
HREH (B—A) — 1, 000 500 1, 000
HRE (%) — 2. 4% 1. 3% 4. 8%
(Z5%) wiHEE 245, 783 28, 885 27, 235 15, 377
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AIEFERTE (A) 120, 000 17, 300 16, 800 7,400
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HEEE (%) 0. 3% 17. 3% 15. 5% 27. 0%
(Z%%) pid R EsE 78, 072 8, 889 8, 424 4, 053
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A RS R ) 4 EF FuIESS
AfERE TE (A) 247, 000 40, 700 39, 700 20, 900
AEHEETH (B) 247, 000 41, 700 40, 200 21, 900
HRE (B—A) — 1, 000 500 1, 000
HRE (%) — 2. 5% 1. 3% 4. 8%
(Z5%) ARG 232, 559 28, 605 27, 032 15, 389
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平成18年10月27日

各　位

会 社 名   大日本住友製薬株式会社

代表者名   代表取締役社長　宮武　健次郎

コード番号 4506 (東証・大証・名証各第1部)

問合せ先   広報部長  橋本　治         


（TEL．06－6203－1407）

平成19年3月期中間期および通期業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績動向等を踏まえ、平成18年5月11日の決算発表時に公表しました平成19年3月期中間期および通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。


記


１．連結業績予想数値の修正


（１）中間期（平成18年4月1日～平成18年9月30日）

（単位：百万円、％）


		

		売上高

		営業利益

		経常利益

		当期純利益



		前回発表予想（Ａ）

		127,000

		17,500

		17,000

		7,500



		今回修正予想（Ｂ）

		126,900

		20,500

		19,600

		9,500



		増減額（Ｂ－Ａ）

		△100

		3,000

		2,600

		2,000



		増減率（％）

		△0.1%

		17.1%

		15.3%

		26.7%



		（ご参考）前中間期実績

		84,738

		8,992

		8,475

		3,997





（２）通期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

（単位：百万円、％）


		

		売上高

		営業利益

		経常利益

		当期純利益



		前回発表予想（Ａ）

		260,000

		41,000

		40,000

		21,000



		今回修正予想（Ｂ）

		260,000

		42,000

		40,500

		22,000



		増減額（Ｂ－Ａ）

		－

		1,000

		500

		1,000



		増減率（％）

		－

		2.4%

		1.3%

		4.8%



		（ご参考）前期実績

		245,783

		28,885

		27,235

		15,377





２．個別業績予想数値の修正


（１）中間期（平成18年4月1日～平成18年9月30日）

（単位：百万円、％）


		

		売上高

		営業利益

		経常利益

		当期純利益



		前回発表予想（Ａ）

		120,000

		17,300

		16,800

		7,400



		今回修正予想（Ｂ）

		120,400

		20,300

		19,400

		9,400



		増減額（Ｂ－Ａ）

		400

		3,000

		2,600

		2,000



		増減率（％）

		0.3%

		17.3%

		15.5%

		27.0%



		（ご参考）前中間期実績

		78,072

		8,889

		8,424

		4,053





（２）通期（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

（単位：百万円、％）


		

		売上高

		営業利益

		経常利益

		当期純利益



		前回発表予想（Ａ）

		247,000

		40,700

		39,700

		20,900



		今回修正予想（Ｂ）

		247,000

		41,700

		40,200

		21,900



		増減額（Ｂ－Ａ）

		－

		1,000

		500

		1,000



		増減率（％）

		－

		2.5%

		1.3%

		4.8%



		（ご参考）前期実績

		232,559

		28,605

		27,032

		15,389





３．修正の理由（連結・個別共通）

（１）中間期業績について


　売上高はほぼ当初予想通りとなる見込みです。


利益面については、経費の節減、経費発生の下半期への一部ずれ込み等により、製造原価や販売経費、研究開発費を中心に当初予想を下回り、当初予想より営業利益で30億円、経常利益で26億円増加する見込みです。さらに、退職給付制度改定に伴う特別損失が当初予想を下回る見込みのため、中間純利益は20億円増加する見込みです。


　

（２）通期業績について


　売上高は中間期と同様に当初予想通りとなる見込みです。


　利益面については、下半期は上半期からの経費発生のずれ込みや共同開発費の発生等により、販売費及び一般管理費が当初予想より増加する見込みのため、通期の利益の増加額は中間期の増加額に比べて小幅にとどまる見込みです。

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しています。実際の業績は、今後さまざまな要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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